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測定装置の仕様および特徴

室温～1000℃までの硬さ測定および組織観察により、材料の機械的性質、物性を評価いたします。

“ものづくり”のベストパートナー

高温での硬さ測定および組織観察

Cat.No 321J-110-00-101101

●試験装置 ： 高温硬度計と高温顕微鏡の両機能を備えた本格的な研究装置

●試験温度 ： 室温から1000℃までの範囲（ヒーター加熱方式） ※組織観察のみの場合は1300℃まで

●雰囲気 ： 真空又は不活性ガス

●対象試料 ： 一般の金属、合金および非金属材料

●測定用圧子： ダイヤモンドまたはサファイア

●試験荷重 ： 50、100、200、300、500、1000（g）

●試験片寸法： 標準5.0±0.1×4.5×10.0（mm）、（測定面4.5×10.0の鏡面）

装置：ニコン社製 QM

高温硬さ（ステンレス鋼）
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測定および観察例

粉体粒子の昇温過程での形態変化

倍率400倍室温 高温

熱腐食による組織変化（SKH3）

室温（研磨のまま） 1300℃（熱腐食効果で組織現出）


